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茶屋町ガーデンビル　日建設計：大谷弘明＋川東隆＋津田文

　大阪・梅田の若者が集う繁華街の小路に面した商業ビルである。決して
良好とは言えない混沌とした街並みの中で、小規模ながら周辺とは一線を画
す華やかさと存在感のある建物を目指した。
　計画地である茶屋町は江戸時代に3軒の料理茶屋が賑わっていたことに
由来する場所である。現代の茶屋町に商業施設を計画するにあたり、「茶屋
格子」をモチーフとした「セラミックブロックスクリーン」を建物の顔として用いた。
　手のひらサイズのセラミックブロックを「連ね格子」としたこのスクリーンは、
街区の入口に足を踏み入れた瞬間には１つの面として、近づくにつれ格子
状の立体感を持ち、正面に立つと格子の隙間から店舗の内部が伺える。食
器・茶器・陶芸品で使用される優美な彩色を可能とする「釉薬」を用いなが
ら、焼き物では高い技術力を必要とする「六面施釉」を施すことで、全方向か
らの視線に対応でき、光と影と灯と反射による艶やかな姿を表現している。
　各階のテラスには屋上植栽を設け、中庭のヤマザクラから繋がる立体的
な通り庭空間としている。スクリーンの合間から見え隠れする緑は街に潤いを
与え、人 を々内部に誘い込む。
　様々な店舗が通り一杯に軒を連ねる街並みの中での凛とした佇まい。こ
のスクリーンは、街と店舗及び中庭空間との連続性をとりつつ視覚的遮蔽
効果を両立させた柔らかい境界として機能し、「暖簾をくぐり、別世界に足を
踏み入れる」感覚を喚起させる。
撮影：岡本公二　第33回大阪都市景観建築賞審査員特別賞受賞作品

■プロフィール
大谷弘明（おおたに・ひろあき）
1986年東京芸術大学美術学部建築科卒業
日建設計入社　現在 執行役員 設計部門代表

川東　隆（かわひがし・たかし）
1991年京都工芸繊維大学大学院修了
日建設計入社　現在 設計部門設計部主管

津田　文（つだ・ふみ）
2009年京都工芸繊維大学大学院修了
日建設計入社　現在 設計部門設計部所属

■建物データ
事 業 主：興亜株式会社
設計・監理：日建設計
施　　工：竹中工務店・旭ビルウォール
所 在 地：大阪市北区茶屋町4-4
主要用途：商業
建築面積：293.42㎡
延べ面積：1,192.29㎡
構造・階数：RC造、地上5階
設計期間：2010年08月～2010年11月
施工期間：2010年12月～2011年11月
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松
隈
　
洋	

京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
。
博
士
（
工
学
）。

一
九
五
七
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
一
九
八
〇
年
京

都
大
学
卒
業
後
、
前
川
國
男
建
築
設
計
事
務
所

に
入
所
。
二
〇
〇
八
年
十
月
よ
り
現
職
。

　

こ
の
三
月
、
広
島
県
尾
道
市
を
訪
れ
る
機
会

が
あ
っ
た
。
恵
ま
れ
た
瀬
戸
内
海
の
要
衝
に
位

置
し
、
古
来
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
物
資
の
中
継
基
地

と
し
て
発
展
し
た
商
都
で
、
開
港
か
ら
八
四
〇
年

以
上
の
歴
史
を
も
つ
港
町
で
あ
る
。
尾
道
駅
で
降

り
、
眼
前
に
広
が
る
海
沿
い
を
東
に
十
分
ほ
ど
歩

く
と
、
京
都
大
学
の
名
物
教
授
だ
っ
た
増
田
友
也

（
一
九
一
四
〜
八
一
年
）
が
相
継
い
で
設
計
を
手
が

け
た
ふ
た
つ
の
建
物
、
尾
道
市
庁
舎
と
公
会
堂
が

見
え
て
く
る
。
遠
く
に
は
、
絶
景
の
サ
イ
ク
リ
ン

グ
ロ
ー
ド
と
し
て
知
ら
れ
る
瀬
戸
内
し
ま
な
み
海

道
の
吊
り
橋
が
望
ま
れ
る
素
敵
な
場
所
だ
。
し
か

し
、
竣
工
し
た
一
九
六
〇
年
当
時
の
写
真
を
見
る

と
、
現
在
の
よ
う
な
護
岸
も
海
側
の
広
い
駐
車
場

も
な
く
、
海
面
ギ
リ
ギ
リ
に
立
地
し
、
敷
地
も
木

造
の
民
家
に
挟
ま
れ
て
窮
屈
そ
う
だ
。お
そ
ら
く
、

だ
か
ら
こ
そ
、
圧
倒
的
な
存
在
感
を
醸
し
出
し
て

い
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
戦
後
復
興
の
途
上

の
時
代
で
あ
る
。
限
ら
れ
た
厳
し
い
予
算
の
下
で

設
計
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
訪
れ
る
と
、
研
ぎ
澄
ま

さ
れ
た
心
地
よ
い
緊
張
感
を
漂
わ
せ
た
外
観
に
出

会
う
。
竣
工
時
に
増
田
が
記
し
た
と
思
わ
れ
る
文

章
に
は
、
次
の
よ
う
な
言
葉
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
「
わ
れ
わ
れ
は
尾
道
市
庁
舎
の
建
築
に
お
い
て
、

現
代
の
わ
れ
わ
れ
が
と
ら
え
る
べ
き
真
の
建
築
に

い
く
ら
か
で
も
近
づ
こ
う
と
し
た
。（
中
略
）
こ

の
建
築
に
は
モ
チ
ー
フ
や
素
材
の
目
新
し
さ
は
な

い
。
す
で
に
一
応
手
慣
れ
た
も
の
の
中
で
の
追
求

で
あ
る
。
し
か
し
、
よ
り
大
き
な
意
図
は
空
間
と

造
形
と
の
中
に
建
築
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る
こ
と

に
あ
る
。（
中
略
）
い
ろ
い
ろ
の
要
素
を
で
き
う

る
か
ぎ
り
省
略
し
、
排
除
し
、
純
粋
な
も
の
の
み

を
抽
出
す
る
。
こ
の
残
さ
れ
た
数
少
な
い
要
素
は

お
の
お
の
独
立
の
存
在
を
し
め
し
つ
つ
も
全
体
の

中
に
統
一
さ
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
目
先
の
奇
抜
さ

を
追
う
よ
り
も
、
時
間
と
い
う
厳
し
い
批
判
に
た

え
、長
く
生
き
残
る
も
の
を
願
っ
て
い
る
。」（『
新

建
築
』
一
九
六
〇
年
八
月
号
）

　

こ
の
言
葉
か
ら
も
、
迷
う
こ
と
な
く
、「
真
の
建

築
」
を
求
め
て
厳
し
く
素
材
や
モ
チ
ー
フ
を
吟
味

し
た
設
計
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
狭
い
敷
地
と
限
ら
れ
た
予
算
の
中
、

通
常
は
別
棟
に
さ
れ
る
事
務
棟
と
議
会
棟
を
コ
ン

パ
ク
ト
に
ひ
と
つ
に
ま
と
め
て
統
一
感
を
与
え
つ

つ
、
構
造
的
に
も
、
階
段
室
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、

ト
イ
レ
な
ど
を
中
心
の
コ
ア
に
ま
と
め
、
他
は
必

要
最
小
限
の
柱
と
梁
に
よ
っ
て
、
で
き
る
だ
け
自

由
で
使
い
や
す
く
見
通
し
の
良
い
市
民
の
窓
口
と

執
務
空
間
を
つ
く
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
た
。ま
た
、

一
、二
階
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
放
し
の
柱
と
梁
を

外
部
に
露
出
さ
せ
、
そ
れ
以
上
の
階
は
ガ
ラ
ス
面

を
柱
の
外
に
廻
ら
す
こ
と
で
、
市
民
の
た
め
の
パ

ブ
リ
ッ
ク
な
性
格
を
空
間
に
現
し
、
上
層
階
は
室

内
か
ら
軒
下
へ
と
続
く
天
井
面
を
ス
ッ
キ
リ
と
見

せ
る
工
夫
も
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
モ
ダ
ン
な
た

た
ず
ま
い
は
今
も
新
鮮
さ
を
失
っ
て
い
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
増
田
の
建
築
思
想
を
理
解
す
る
に

あ
た
っ
て
大
き
な
手
が
か
り
と
な
る
の
が
、
構
造

を
担
当
し
た
岡
本
剛
が
市
庁
舎
の
建
設
中
に
記
し

た
「
新
し
い
構
造
と
記
念
性
」
と
い
う
文
章
で
あ

る
。
彼
は
そ
の
中
で
、「
一
、二
年
前
ご
ろ
か
ら
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
建
物
で
和
風
木
造
建
築
の

様
式
を
模
倣
し
た
と
思
わ
れ
る
勾
欄
破
風
様
式
と

で
も
名
づ
け
ら
れ
る
新
構
造
が
流
行
し
て
い
る
」

こ
と
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
た
。

　
「
力
学
的
性
質
は
木
造
の
そ
れ
と
は
本
質
的
に

異
な
る
も
の
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
木
構
造
の

形
の
み
を
そ
の
ま
ま
無
批
判
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

で
作
る
こ
と
は
全
く
意
味
が
な
い
の
み
な
ら
ず
、

見
せ
る
た
め
の
、
見
せ
か
け
の
構
造
材
は
人
を
あ

ざ
む
く
も
の
で
あ
り
、
嘘
の
も
の
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
美
し
く
見
え
さ
え
す
れ
ば
、
嘘
で
も
よ
い

と
い
う
態
度
は
一
時
的
に
そ
の
よ
う
に
見
え
る
こ

と
が
あ
る
と
し
て
も
、
万
人
に
か
つ
永
遠
に
通
用

す
る
も
の
と
は
思
わ
れ
ま
せ
ん
。
私
は
か
か
る
嘘

の
表
現
は
記
念
性
に
乏
し
い
と
考
え
ま
す
。」（『
建

築
と
社
会
』
一
九
六
〇
年
一
月
号
）

　

聖
ア
ン
セ
ル
モ
教
会
（
一
九
五
六
年
）
や
群
馬

音
楽
セ
ン
タ
ー
（
一
九
六
一
年
）
な
ど
、
戦
後
の

レ
ー
モ
ン
ド
建
築
の
構
造
を
担
当
し
た
岡
本
だ
か

ら
こ
そ
の
指
摘
だ
。
こ
こ
で
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い

る
の
は
、
間
違
い
な
く
、
こ
の
直
前
に
竣
工
し
た

丹
下
健
三
の
傑
作
、香
川
県
庁
舎
（
一
九
五
八
年
）

だ
と
推
測
で
き
る
。
そ
の
証
拠
に
、
岡
本
は
、
続

い
て
次
の
よ
う
な
指
摘
も
行
っ
て
い
た
。

　
「
一
階
か
ら
最
上
階
ま
で
同
一
サ
イ
ズ
の
柱
は

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
さ
れ
た
重
力
を
指
示
す
る
感
じ
に

乏
し
く
軽
薄
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
そ
こ

で
は
建
物
の
重
量
は
無
視
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
建

物
を
横
に
し
て
も
逆
さ
に
し
て
も
同
じ
で
あ
る
点

に
お
い
て
工
芸
品
と
異
な
る
所
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ス
パ
ン
と
階
高
の
比
お
よ
び
階
数
に
よ
っ
て
美
し

く
見
え
る
柱
お
よ
び
梁
の
太
さ
の
比
は
あ
る
範
囲

内
に
あ
る
こ
と
は
お
の
ず
か
ら
明
ら
か
で
あ
り
ま

し
ょ
う
。
す
な
わ
ち
重
力
に
対
す
る
調
和
が
必
要

で
あ
り
ま
す
。」

　

た
し
か
に
、
香
川
県
庁
舎
は
下
か
ら
上
ま
で
同

一
サ
イ
ズ
の
柱
で
貫
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
尾

道
市
庁
舎
で
は
上
に
行
く
に
従
い
柱
は
細
く
な
っ

て
い
る
。
そ
れ
が
「
重
力
に
対
す
る
調
和
」
と
清

新
さ
を
感
じ
る
理
由
な
の
だ
ろ
う
。
こ
う
し
て
、

こ
の
建
築
の
立
ち
位
置
が
見
え
て
く
る
。そ
れ
は
、

丹
下
の
求
め
た
建
築
の
自
立
的
な
美
で
は
な
く
、

先
の
増
田
の
文
章
の
結
語
に
あ
る
よ
う
に
、「
市

民
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
、
い
つ
ま
で
も
新
し

き
永
遠
な
る
も
の
」
を
目
指
し
た
建
築
だ
っ
た
。

二
〇
一
四
年
、
増
田
は
生
誕
百
年
を
迎
え
る
。
全

面
建
替
え
の
計
画
が
進
む
中
、
彼
が
こ
の
建
築
に

込
め
た
意
味
を
改
め
て
噛
み
し
め
て
お
き
た
い
。

折板構造の外壁と屋根で構成された公会堂の外観

海側から見る市庁舎の外観、奥に見えるのが公会堂

尾道市庁舎・公会堂　1960・63 年
「市民のモニュメント」としての建築

記憶の建築
松隈　洋
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INFORMATIONINFORMATION については本会ホームページにも掲載されています。
本会ホームページから予約することも可能です。【詳細は大阪府建築士会ホームページ】 http://www.aba-osakafu.or.jp/まで
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石綿飛散防止対策に係る説明会
〜大気汚染防止法及び大阪府生活環境の保
全等に関する条例の改正について〜

大阪府では石綿飛散防止対策に係る法・条
例の改正について関係者への周知のため府
内 7 会場で説明会を開催します。
会場と日時
　5月13日（火）　14：30〜　
　南河内府民センター 講堂
　5月15日（木）　14：30〜  
　東大阪市立男女共同参画センター
　イコーラム ホール（希来里ビル6F）
　5月16日（金）　14：30〜
　枚方市立メセナひらかた会館6階大会議室
　5月20日（火）　14：30〜
　堺市職員会館 大会議室（堺市役所本館地下1F）
　5月21日（水）　14：15〜
　大阪市立北区民センター ホール
　5月23日（金）　14：30〜
　高槻市 市民会館南大会議室
　5月27日（火）　14：30〜
　豊中商工会議所 大会議室
参加費　無料
参加は開催日前日までに申込
問合　大阪府環境農林水産部環境管理室 
　　　事業所指導課 大気指導G
　　　Tel.06-6210-9581
http://www.pref.osaka.lg.jp/jigyoshoshido/
asbestos/kaisei.html

「近畿建築行政会議 建築基準法 共
通取扱い集」（初版）発刊及び説明会

近畿府県の特定行政庁で構成する近畿建築
行政会議総則部会では、建築基準法におけ
る近畿圏内の統一的運用を掲載した表記共
通取扱い集を作成し、下記の通り設計者む
けの説明会を開催します。 
■説明会
　日時　5月30日（金）　14：00〜17：00
　会場　大阪府庁新別館南館8階大研修室
　参加費　無料

テキスト　「近畿建築行政会議 建築基準法共通
取扱い集」建築行政情報センター発行

※テキストは事前購入のうえ各自ご持参をお願いし
ます。当日販売はありませんのでご注意ください。
5月23日（金）までに、ご購入手続きをお願いします。

テキスト購入・問合せ先 
　一般財団法人建築行政情報センター
　Tel.03-5225-7704 
参加申込　事前申込み予約が必要。
　　　　　大阪府建築士会HPより申込。
問合　大阪府住宅まちづくり部建築指導室 
　　　審査指導課　
　　　Tel.06-6210-9724 

特定建設作業等に係る講習会

建設作業に係る苦情の未然防止及び法令で
定められた届出の円滑化等を図るため、次のと
おり講習会を開催いたします。なお、今般、大気
汚染防止法（アスベスト関係）が改正されたこと
から、この内容も含めた講習を予定しています。
主催　大阪市環境局
日時　6月2日（月）　14：30〜16：30
会場　大阪市立中央区民センター
　　　大阪市中央区久太郎町1-2-27　　
内容（予定）

（1）特定建設作業の届出等の留意点について
（2）大気汚染防止法（アスベスト関係）の改
　  正の内容について

（3）廃棄物の処理及び清掃に関する法律に
　  ついて
参加費　無料
参加方法　当日、会場へ直接お越しください。
　　　　　（事前申込不要）
※満席により入場できない場合有。
問合　大阪市環境局 環境管理部環境管理課
　　　東部環境保全監視グループ　
　　　Tel.06-6267-9922
　　　Fax.06-6267-9933

豊中市木造住宅等除却費補助制度

豊中市では昨年度より豊中市木造住宅等除
却費補助制度により、木造住宅等の除却費
の補助をしてきましたが、今年度から更なる
事業推進のため、補助率及び補助限度額を
引き上げることとなりました。
制度運用期間（予定）
　平成25年4月1日〜平成28年3月31日の3ヵ年
問合　豊中市都市計画推進部市街地整備課
　　　Tel. 06-6858-2427
http://www.city.toyonaka.osaka.jp/machi/
shigaichiseibi/missyuusigaichi.html

「大阪市大規模建築物の建設計画
における緑化協議の一部改正」

大阪市では、市内で一定規模以上の建築物
を建設する際には、建設計画区域内にその
面積の3%以上の緑地をまちなみの景観と
して接道部に効果的に設けていただくよう
お願いしています。
平成26年4月1日からは、市内により実感で
きる緑を創出していくことを目的に、緑地と
して確保していただく面積の一部を緑視面
積（立面積）に置き換えることも選択できる
制度になりました。詳細は以下のHPをご覧
ください。
問合　大阪市建設局公園緑化部協働課
　　　Tel.06-6469-3856
http://www.city.osaka.lg.jp/kensetsu/page/
0000009829.html

大阪市東地域会「発足会」
5/24　CPD2単位（予定）

大阪府建築士会における地域活動におい
て、今まで大阪市外では、8地域の「建築士
の会」が活発に活動されていますが、大阪市
内には、地域会というものがありませんでし
た。そこでこの度、大阪市東地域会を発足さ
せ、会員親睦を高めたいと思います。
日時　5月24日（土）　受付13：30〜
集合場所　生玉神社境内
　　　　　（大阪市天王寺区生玉町13-9）
内容　天王寺七坂巡りと懇親会
参加費　3,000円程度（懇親会費用）
対象　大阪市内、中央区、天王寺区、生野区、
　　　城東区、東成区、鶴見区に在住在勤の
　　　会員の方。
※申込された方は、発足会当日、直接集合場
　所にお越しください。

大阪地域貢献活動センター
平成26年度 助成対象活動募集

建築士と地域住民等が連携して進めるまち
づくりなどの地域貢献活動に対して、活動
費の助成などを行います。
■募集期間　5月30日（金）まで
■対象とする活動

建築士と地域住民等で構成する団体が進
める地域貢献活動が、地域住民等と連携
して進める地域貢献活動で、原則として
営利を目的としていない活動。

■助成額　1件の助成額は30万円を限度

新入会員歓迎企画
見学会「利休と刃物のまち・堺探訪」
5/31 CPD6単位

千利休生誕の地、堺のまちを一日探訪しま
す。伸庵・黄梅庵などの茶室を中心に、現存
する歴史的建造物を訪ね「包丁」に代表され
る”ものづくりのまち”という側面に触れること
で堺に残る歴史と文化をたどります。昼食は、
堺名物の「あなご料理」を予定しています。
開催日　5月31日（土）9：30〜16：00
集合　JR百舌鳥駅（受付9：15〜）
案内　七堂元敏（堺市建築都市局開発調整部）
定員　40名
　　　（申込先着順・入会半年以内の方優先）
参加費　会員4,000円　会員外5,000円
　　　　（昼食代及び施設入館・拝観料含む）

　※大阪での申込受付は簡易書留での郵送
　　のみです。
　※定員に達し次第、受付を終了します。
■受講料　12,960円（消費税含）
■申込書配布・受付場所 
　大阪府建築士会事務局
　大阪府建築士事務所協会事務局

二級建築士／設計製図
受験対策講習会
実力養成コース　7/13〜9/7
直前対策コース　8/24〜9/7
模擬テストⅠ・Ⅱ　8/3、9/7

有能で意識の高い建築士の養成を目標に、
実務に直結した指導を行います。
■実力養成コース（全10回、模擬テスト2回
　含む）
　日程　7/13（日）、7/20（日）、7/21（祝）、
　　　　7/27（日）、8/3（日）、8/10（日）、
　　　　8/17（日）、8/24（日）、8/31（日）、
　　　　9/7（日）
　時間　9：30〜17：30
　会場　大阪府建築健保会館
　定員　35名（申込先着順）
　受講料　建築士会会員110,000円、
　　　　　一般125,000円
■直前対策コース（全3回、模擬テスト1回
　含む）
　日程　8/24（日）、8/31（日）、9/7（日）
　時間　9：30〜17：30
　会場　大阪府建築健保会館
　定員　15名（申込先着順）
　受講料　会員35,000円、一般40,000円
■模擬テストⅠ・Ⅱ
　日程　Ⅰ：8/3（日）、Ⅱ：9/7（日）
　時間　9：30〜17：30
　会場　大阪府建築健保会館
　定員　【各】25名（申込先着順）
　受講料　【各】会員13,000円、一般15,000円

一級建築士／設計製図
受験対策講習会
課題解説・エスキース　8/23
模擬テストⅠ・Ⅱ・Ⅲ　9/13、9/20、9/27

有能で意識の高い建築士の養成を目標に、実
務に直結した指導を行います。今年度より模
擬テストの通信講座を新設しました。通学の
お時間がとれない方はぜひご検討ください。
■課題解説・エスキース（通学講座）
　日程　8/23（土）　時間　9：00〜17：00
　会場　大阪府建築健保会館
　定員　40名（申込先着順）
　受講料　会員12,000円、一般14,000円
■模擬テスト（通学講座）
　日程　Ⅰ：9/13（土）、Ⅱ：9/20（土）
　　　　Ⅲ：9/27（土）
　時間　9：00〜18：30
　会場　大阪府建築健保会館
　定員　【各】40名（申込先着順）
　受講料　【各】会員14,000円、一般18,000円
■模擬テスト（通信講座）
　ご自宅への課題到着予定日
　　Ⅰ：9/13（土）、Ⅱ：9/20（土）、
　　Ⅲ：9/27（土）
　定員　【各】20名（申込先着順）
　受講料　【各】会員12,000円、一般15,000円

平成２６年度定時総会・式典・懇親会
欠席の正会員は必ず委任状を送付下さい。

平成26年度定時総会を下記の要領で開催い
たしますので、ご出席賜りますようお願い申し上
げます。本総会が成立するためには、総正会員
の1/3以上のご出席（委任を含む）が必要となり
ます。正会員様がご欠席の際は、委任状にご署
名いただいて必ず本会にご返送ください。委任
状、議案書（正会員のみ）は本号に同封しており
ます。準会員･特別会員･賛助会員様は、総会
の議決権はございませんが、記念講演会、式典
･表彰式、懇親会にふるってご参加下さい。
日時　5月28日（水）
会場　ホテル大阪ベイタワー4階
　　　大阪市港区弁天1-2-1
スケジュール
　総会　14：30〜15：30
　記念講演会　15：45〜16：45
   　講師　古谷誠章
　式典・表彰式　17：00〜17：45
　　来賓祝辞拝受
　　第59回大阪建築コンクール表彰
　　第6回建築人賞表彰
　　永年会員表彰等
懇親会　18：00〜19：30
　会費　6,000円　要事前申込
展示　第59回大阪建築コンクール・
　　　第6回建築人賞受賞作品パネル展示

国土交通省の登録を受けた登録資
格者講習と同等以上の内容を有す
ると国土交通大臣が認める講習の
認定について

本会が過去に実施した木造及び非木造の
耐震診断・改修講習会が、「建築物の耐震
改修の促進に関する法律」に定める同等以
上の資格者講習会として、平成26年2月10
日に国土交通大臣の認定を受けました。
■認定された本会主催の講習会名及び開催
　年度
・既存木造住宅の耐震診断・改修講習会／

平成24年度及び平成25年度
・既存鉄骨造建築物の耐震診断・改修指針

講習会／平成8年度〜平成25年度
・既存鉄筋コンクリート造建築物の耐震診断・改

修指針講習会／平成7年度〜平成25年度
※詳細につきましては、本会ホームページを
　ご覧ください。

本会における既存建築物耐震診断
等評価業務のご案内
〜平成26年1月より耐震評価業務を開始〜

本会では、「建築物の耐震改修の促進に関す
る法律」の改正に伴い、建築構造の専門家で
構成する「建築物耐震評価委員会」を組織し、
平成26年1月より建築物耐震評価業務を実施

しております。
公立学校施設や沿道建築物などの耐震不適
格建築物について、申込者が検討した建築物
の耐震診断及び耐震補強計画について、専門
的観点のもとに審査・審議を行い、妥当であると
認める申込案件に対して評価書を交付します。
スピーディな審査を心掛けますのでどうぞご活
用ください。
なお、本会は平成26年2月18日付けで、（一財）
日本建築防災協会の「既存建築物耐震診断・
改修等推進全国ネットワーク委員会に入会する
とともに、当委員会の耐震判定委員会に新規
登録しました。
http://www.kenchiku-bosai.or.jp/nw/

（業務内容）
　耐震診断報告書の審査、評価
　耐震補強計画案の審査、評価 等

（対象建築物）
　公共・民間等の建築種別、用途、規模、構 
　造種別は問いません。また、他府県の建築
　物も対象としております。

（会員特典）
　申込者又は診断等実施者が本会会員の場
　合は、評価手数料の割引があります。
詳細につきましては、本会ホームページをご覧く
ださい。

平成26年一級建築士試験案内

■受付場所における受験申込
　配布期間　4月1日（火）〜5月12日（月）
（土曜日、日曜日、祝日は除く。5/10（土）、
5/11（日）は受験申込書の受付を行う所定
の受付会場に限って配布を行います。）

　配布時間　9：30〜17：00
　　　　　　（5/12（月）は9：30〜16：00）
　配布場所　大阪府建築士会
　　　　　　大阪市中央区谷町3-1-17
　　　　　　高田屋大手前ビル5階
　受付期間　5月8日（木）〜5月12日（月）
　　　　　　（土、日を含む）
　受付時間　10：00〜17：00
　受付場所　大阪府建築士会
　学科試験日　7月27日（日）
　設計製図試験日　10月12日（日）
※建築技術教育普及センターのホームページ

で情報提供しています。
　http://www.jaeic.or.jp/

平成26年度 建築士定期講習
7/17、9/10　CPD各6単位

建築士事務所に所属の一級・二級・木造建
築士で、平成23年度に本講習を受講された
方が対象です。尚、平成23年度以前に建築
士試験に合格し本講習を未受講の方は、平
成26年度中に必ず受講してください。
■日時・会場
　7/17（木）　9：40〜17：30
　　大阪国際交流センター、定員300名
　　会場コード5C-51
　9/10（水）　9：30〜17：30
　　大阪国際会議場、定員300名
　　会場コード5C-02
■申込締切日
　7/17（木）開催分：6/20（金）申込書必着
　9/10（水）開催分：7/31（木）申込書必着

第27回村野藤吾賞授賞式・記念講
演会

第27回村野藤吾賞表彰式は、村野藤吾の設
計による宝塚市庁舎にて村野藤吾の誕生日の
5月15日に開催します。授賞式・記念講演会で
は、受賞作品のパネル展示も行います。
受賞者　千葉学
受賞作品　工学院大学125周年記念総合教
　　　　　育棟
●授賞式
　日時　5月15日（木）　13：00〜13：30
　会場　宝塚市庁舎1階市民ホール
　　　　（兵庫県宝塚市東洋町1-1）
　申込　不要・入場無料
●記念講演会（宝塚）
　日時　5月15日（木）　13：45〜15：15
　会場　宝塚市庁舎3階大会議室
　　　　（兵庫県宝塚市東洋町1-1）
　講演　受賞作品について（仮）
　講師　千葉学
　入場　無料（申込不要）
　問合　村野藤吾記念会事務局
　　　　（株）建築メディア研究所内　
　　　　Tel. 03-6280-7497

幻燈でみる韓国の近代建築

惜しまれながら取り壊された建築、保存され活用
されている建築を幻燈で見ながら韓国の近代
建築の素晴らしさを鑑賞。韓日関係の友好を歴
史遺産の保存と開発を通して考えます。
日時　5月17日(土）　11：00〜
会場　堺市立東図書館
講師　明治建築研究会代表　柴田正己
■堺の懐かしい写真展
　日程　5月10日（土）〜17日（土）
　会場　堺市立東図書館
問合　明治建築研究会
　　　Tel.072-236-3357

新しい住宅のあり方を定義する
「高資産価値となる木造住宅」
設計者・工務店経営の新たな営業
手法セミナー
CPD3単位

高資産価値住宅評議会と住宅地盤診断セン
ターの共催によるセミナーです。
日時　5月22日（木）　13：30〜17：00
      　受付13：00〜
会場　エルおおさか6階606号室
　　　大阪市中央区北浜東3-14
対象　設計者・工務店
受講料　無料
定員　100名（申し込み順）
申込　NPO法人住宅地盤診断センター　
　　　Tel.03-5395-5023

「実務者のための工事監理ガイド
ラインの手引き」解説講習会

設計・工事監理業務等の関係者を対象とし
た「実務者のための工事監理ガイドライン
の手引き」の解説講習会を開催します。
本手引きは、平成25年12月に（公財）建築技
術教育普及センターが、平成21年9月国交省
が作成した「工事監理ガイドライン」の適正
な活用と普及を目的として刊行しました。本
手引きは、工事監理者の現場での具体的な
確認内容や方法について、事例写真を用いて
わかりやすく例示するとともに、工事監理の
主旨や照合・確認の留意点を示しています。
日時　6月4日（水）及び7月2日（水）  
　　　10：00〜15：15
※5月19日開催分は、満席のため受付を終了しました。
定員　それぞれ50人（定員に達し次第受付を終了）
会場　たかつガーデン　
　　　大阪市天王寺区東高津町7-11
講習方式　DVDによる映像講習
受講料　7,560円（テキスト代（4,860円）込。税込）
申込　講習日の1週間前までに、申込用紙を
　　　近畿支部にFAX
問合　（公財）建築技術教育普及センター近
　　　畿支部
　　　Tel. 06-6942-2214　
http://www.jaeic.jp/

木造トラス勉強会

・6月の木造トラス勉強会
「継手の原理・伝統木造の基本1」
伝統木造の継手について、力の伝達方法
と使い方など木造で設計する上で知って
おくべき基本と構造理論。

　プレカットとの違いと考察　
　軸組と継手の関係から伝統木造の構造の
　考察まで。
日時　6月12日（木）　14：15〜16：30
場所　大阪木材仲買会館
　　　大阪市西区南堀江4-18-10
費用　1,300円（会員は1,000円）+資料代
問合　木造トラス研究所　㈱合掌
　　　原田 量治&栄  Tel.Fax.0742-36-2929
http://www.eonet.ne.jp/~truss/index.html

第29回「住宅メンテナンス診断士講習会」
住宅点検メンテナンス講習と資格認定試験
CPD6単位

NPO法人住宅長期保証支援センターは「住
宅メンテナンス診断士講習会」を過去28回
開催しています。全国の「住宅メンテナンス
診断士」が活躍中です。
主催　NPO法人住宅長期保証支援センター
日時　6月26日（木）  9：25〜18：00（予定）
受付　9：00開始 　
会場　エルおおさか 南ホール
　　　大阪市中央区北浜東3-14　
定員　100名
　　　※先着順受付、定員になり次第締切。
申込締切　6月19日（木）
参加費　一般 29,160 円（税込）
問合　NPO法人住宅長期保証支援センター
　　　Tel.06-6941-8336　
URL http://www.hws.or.jp

Others
その他のお知らせ

本会の催し参加問合・申込先
大阪府建築士会事務局
〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17

高田屋大手前ビル5階
TEL.06-6947-1961 FAX.06-6943-7103

メール info@aba-osakafu.or.jp
HP http：//www.aba-osakafu.or.jp/

Sponsorship
建築士会からのお知らせ

Administration
行政からのお知らせ
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平野の家 設計：こま設計堂
施工：新勢建設

敷地は大阪市平野区の町工場兼用住宅が並ぶ密集市街地にある長屋の建
て替え。建物正面はこれまでの長屋の佇まいを意識し、両隣の建物と建
物位置を合わせ、中庭をできる限り大きくとりました。施主は、室内犬
3 匹、室外犬 1 匹の愛犬家の共働き夫婦で、犬と快適に暮らすための計
画にしています。中庭もその一つで、室外犬はここで暮らす一方で、家
族はどこにいても常に見えます。屋上は陸屋根でドッグランとなってい
ながら、正面からは陸屋根に見えないような形状にしています。犬友達
が来ることも多く、プライベート空間との切り分けも考慮し、玄関・中
庭・階段・屋上との関係をコンパクトにまとめています。

所 在 地：大阪市平野区
用　　途：専用住宅
竣　　工：2013.12
構造規模：木造 2 階建
敷地面積：120.62㎡
建築面積：72.36㎡
延床面積：125.33㎡
写　　真：鞍留清隆

 建築人賞 記念盾　「未来へ！」
 グラスアーティスト 三浦啓子作

会報誌『建築人』では、Gallery に 掲載する作品を
募集しています。

詳しくは、公益社団法人大阪府建築士会『建築人』
Gallery 建築作品掲載係まで。

※モノクロページは住宅に限ります。

【掲載料】
　カラー　 ２ページ　２０万円
　カラー　 １ページ　１０万円
　モノクロ ２ページ　１０万円
　モノクロ １ページ　　５万円

『建築人』Gallery 掲載作品 募集中
2014

第７回
建築人賞
主催：公益社団法人 大阪府建築士会

公益社団法人大阪府建築士会では
本誌「建築人」のGallery に掲載された建築作品を対象に
社会性、芸術性、時代性を考慮して、顕彰、公表することにより
建築技術の進展、建築文化の向上に資することを目的として
建築人賞を実施しています。  

■ 第７回 対象作品
「建築人」2014 年１月号から 2014 年 12 月号まで
Gallery に掲載された建築作品
※建築種別、建築地を問わない。但し、竣工検査済証を受けたもの

■ 表彰（設計者に対して）
建築人賞　　  （賞状と記念盾）
建築人奨励賞  （賞状）
※建築主・施工者には感謝状授与

■ 受賞発表
建築人 2015 年７月号誌面（予定）

■ 問い合わせ
公益社団法人大阪府建築士会「建築人賞」係
TEL 06-6947-1961 FAX 06-6943-7103

■ 審査方法（２段階審査）
一次審査　建築人誌面より選定
二次審査　二次審査資料により選定（現地視察含む）

■ 審査委員長　古谷 誠章（早稲田大学教授） 
1955年　東京都生まれ
1978年　早稲田大学理工学部建築学科卒
1980年　早稲田大学大学院修了
1986～1987年　文化庁芸術家在外研修員として
　　　　　　　マリオ・ボッタ事務所在籍
1994年～　八木佐千子とスタジオナスカ（現NASCA）
　　　　　共同設立
1994年～　早稲田大学理工学部助教授
1997年～　早稲田大学教授
本年度より建築人審査委員長
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立
っ
て
い
る
資
料
で
あ
る
だ
け
に
、
取
扱
い
に

は
十
分
に
配
慮
が
必
要
で
す
が
、
調
査
結
果
は

一
部
の
人
が
囲
い
込
む
の
で
は
な
く
、
で
き
る

だ
け
広
く
公
開
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
個
人
で
の
維
持
が
厳
し
い
町
家
の
現
状

に
対
し
て
、
公
的
な
補
助
な
ど
の
実
現
に
つ
な

げ
て
行
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

マ
チ
ヤ
・
テ
ラ
ス
は
少
人
数
の
市
民
活
動
で

す
。
高
槻
市
が
二
〇
〇
六
年
に
行
っ
た
「
景
観

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
に
参
加
し
た
市
民
が
、
そ

の
後
も
活
動
を
継
続
し
よ
う
と
集
ま
っ
た
の
が

始
ま
り
で
す
。
私
も
初
め
か
ら
一
市
民
と
し
て

参
加
し
て
い
ま
し
た
。
旧
城
下
町
に
築
三
〇
〇

年
近
い
江
戸
中
期
の
町
家
が
あ
り
、
そ
の
家
の

み
な
さ
ん
と
知
り
合
え
た
こ
と
か
ら
活
動
が

具
体
化
し
て
い
き
ま
す
。「
そ
の
た
っ
た
一
軒

の
町
家
を
キ
ャ
ン
ド
ル
で
照
ら
し
て
み
よ
う
」。

そ
れ
だ
け
の
こ
と
で
、
い
つ
も
通
り
か
か
っ
て

い
た
人
た
ち
に
「
そ
う
い
や
、
こ
こ
に
こ
ん
な

キ
レ
イ
な
町
家
が
あ
っ
て
ん
な
ぁ
」
と
気
付
い

て
い
た
だ
け
る
。
家
の
人
た
ち
に
も
「
単
に
古

い
家
や
と
思
っ
て
い
た
が
、
こ
ん
な
に
よ
ろ
こ

ん
で
も
ら
え
る
の
か
」
と
気
付
い
て
い
た
だ
け

る
。
そ
し
て
、
私
た
ち
も
そ
ん
な
家
の
人
た
ち

や
家
を
「
ま
ち
の
た
か
ら
も
の
」
と
認
識
で
き

る
。
二
〇
〇
六
年
の
冬
至
の
こ
ろ
の
話
で
す
。

　

高
槻
に
は
大
小
、
新
旧
、
様
々
な
町
家
が
数

多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
維
持
へ

の
公
的
助
成
等
は
皆
無
と
言
っ
て
よ
く
、
お
住

い
の
み
な
さ
ん
は
大
変
で
す
。
そ
の
ご
苦
労
を

思
う
と
簡
単
に
は
「
こ
の
町
家
を
残
し
て
く
だ

さ
い
」
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
ま
ち
を
歩
き
、
町

家
の
み
な
さ
ん
と
出
会
い
、
お
付
き
合
い
す
る

中
で
、
町
家
の
よ
さ
を
見
つ
け
て
喜
び
合
い
、

例
え
ば
、
町
家
の
維
持
、
活
用
へ
の
お
手
伝
い

や
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
実
測
調
査
や
文
化
財

的
な
調
査
な
ど
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。
町
家
と

そ
の
家
の
み
な
さ
ん
が
主
役
で
、
私
た
ち
は
寄

第
14
回

マチヤ・テラス～高槻町家、その心を照らします～

岩崎　卓宏
高槻町家を照らす市民活動、マチヤ・テラスの中心メンバー。本業は建築設計。大阪市内の設計事務所勤務を経て独立、現在は、岩崎建築研
究所。元は団地オタク、今は町家オタク。目下、「町家図鑑」出版準備中。マチヤ・テラス通信：http://fukei.exblog.jp/

高槻市に残る町家を調査する 5年がかりの活動が「たかつき町家図鑑（マチヤ・レポート）」としてまとまり、
現在出版準備中です。「町家の保全活用について、まちのみなさまに寄り添いながら、行政のみなさまとも
力を合わせて取り組んでいきたい」と語る、マチヤ・テラスの中心メンバーである岩崎卓宏さんにご紹介
いただきました。

　

は
ら
は
ら
と
舞
い
降
り
て
き
た
。
手
に
受
け

る
と
、
桜
で
し
た
。
鳥
が
つ
い
ば
ん
だ
ら
し

く
、
一
輪
ま
る
ご
と
。
な
ぜ
か
、
花
び
ら
が
六

枚
。
唐
突
に
今
回
の
ご
寄
稿
の
こ
と
を
考
え
ま

し
た
。

　

よ
く
「
ま
ち
の
た
め
に
」
と
か
「
み
ん
な
の

た
め
に
」
と
か
言
い
ま
す
。
で
も
、
誰
か
の
た

め
に
役
に
立
て
た
と
し
て
も
、
他
の
誰
か
に

と
っ
て
は
迷
惑
だ
っ
た
か
も
知
れ
ず
、
一
筋
縄

で
は
い
か
な
い
。
な
ら
ば
、
私
は
、
地
元
高
槻

の
、
町
家
に
お
住
い
の
人
た
ち
と
そ
の
家
の
た

め
に
働
き
た
い
と
思
う
。
た
く
さ
ん
の
人
た
ち

に
お
世
話
に
な
り
、
こ
こ
ま
で
建
築
士
と
し
て

や
っ
て
き
た
、
こ
ん
な
私
で
も
誰
か
の
お
役
に

立
て
る
の
な
ら
、
で
き
る
限
り
無
償
で
取
り
組

み
た
い
と
思
う
。
今
日
は
、
そ
ん
な
思
い
で
取

り
組
ん
で
い
る
マ
チ
ヤ
・
テ
ラ
ス
と
い
う
活
動

に
つ
い
て
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

大
阪
府
高
槻
市
は
大
阪
と
京
都
の
真
ん
中
、

淀
川
右
岸
の
ま
ち
で
す
。
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し

て
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。
そ
し
て
、
歴
史
的
な

面
で
は
、
古
墳
が
多
い
こ
と
で
有
名
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
高
槻
は
れ
っ
き
と
し
た
城

下
町
で
す
。
戦
国
時
代
に
は
キ
リ
シ
タ
ン
で
有

名
な
高
山
右
近
の
居
城
で
し
た
し
、
江
戸
時
代

に
も
城
が
あ
り
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
城
郭

は
堀
も
含
め
て
現
存
し
ま
せ
ん
が
、
街
路
の
形

態
や
点
在
す
る
町
家
な
ど
が
城
下
町
や
宿
場
町

と
し
て
の
記
憶
を
今
に
伝
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
「
高
槻
に
町
家
な
ん
か
あ
っ
た
っ
け
？
」。
よ

く
言
わ
れ
ま
す
。
確
か
に
、
ま
ち
な
み
と
し
て

町
家
が
並
び
建
つ
よ
う
な
場
所
は
殆
ど
あ
り
ま

せ
ん
が
、
点
在
す
る
形
で
相
当
数
が
残
っ
て
い

ま
す
。
高
槻
は
開
発
さ
れ
や
す
い
立
地
で
あ
る

た
め
、
ま
ち
の
姿
は
常
に
変
化
し
続
け
て
新
し

い
建
物
が
多
い
の
で
す
が
、
そ
れ
ら
の
間
に
町

家
が
さ
り
げ
に
、し
っ
か
り
と
残
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、町
家
は
ど
ん
ど
ん
な
く
な
っ
て
い
く
。

　

そ
こ
で
、
ま
ち
の
ど
こ
に
ど
う
い
う
町
家
が

ど
の
よ
う
に
残
っ
て
い
る
の
か
、
こ
れ
を
調
べ

て
み
よ
う
と
二
〇
〇
八
年
秋
に
始
め
た
の
が

「
町
家
・
ま
ち
な
み
調
査
」
で
す
。
小
さ
な
市

民
活
動
で
あ
る
マ
チ
ヤ
・
テ
ラ
ス
が
ま
ち
の
中

を
ト
コ
ト
コ
と
歩
き
ま
わ
り
、
町
家
の
外
観
調

査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
誰
も
高
槻
町
家

の
実
態
を
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
作
る
こ
と
も
重
要
で
し
た
が
、
実

際
に
ま
ち
に
出
て
歩
き
ま
わ
る
こ
と
で
、
町
家

に
お
住
い
の
み
な
さ
ん
と
出
会
い
、
話
を
す
る

機
会
を
得
る
こ
と
も
大
き
な
目
的
で
し
た
。
だ

か
ら
、
調
査
は
急
が
ず
、
あ
え
て
ゆ
っ
く
り

（
笑
）
そ
う
す
る
と
家
の
人
と
出
会
い
や
す
く

な
る
。
調
査
し
た
結
果
、
例
え
ば
、
旧
城
下
町

や
宿
場
町
の
主
要
な
街
路
沿
道
に
つ
い
て
、
通

り
の
総
延
長
に
対
す
る
町
家
間
口
の
合
計
の
割

合
「
マ
チ
ヤ
率
」
を
「
マ
チ
ヤ
・
グ
ラ
フ
」
に

よ
っ
て
算
出
す
る
と
概
ね
三
割
。
こ
の
割
合
の

多
寡
に
つ
い
て
の
印
象
は
人
に
よ
っ
て
違
う
で

し
ょ
う
が
、
少
な
く
と
も
「
高
槻
に
町
家
は
な

い
」
と
言
い
切
る
こ
と
は
で
き
な
い
結
果
だ
と

思
い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
昨
二
〇
一
三
年
一
二

月
末
ま
で
続
き
、
よ
う
や
く
結
果
の
集
計
と
分

析
を
終
え
ま
し
た
。
こ
の
内
容
は
「
た
か
つ
き

町
家
図
鑑
（
マ
チ
ヤ
・
レ
ポ
ー
ト
）」
と
し
て

出
版
し
、
一
般
に
公
開
し
た
い
と
現
在
準
備
中

で
す
。
い
つ
か
ご
覧
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
う
れ

し
い
で
す
。
ま
た
、
公
益
性
の
高
さ
か
ら
地
元

行
政
（
大
阪
府
と
高
槻
市
）
へ
の
調
査
結
果
の

ご
提
供
も
、
出
版
に
先
立
っ
て
行
い
ま
す
。
今

後
、
同
じ
よ
う
な
活
動
を
目
指
し
て
い
る
人
た

ち
や
町
家
に
関
心
の
高
い
人
た
ち
の
ご
参
考
に

な
る
か
も
し
れ
ず
、
ま
た
、
郷
土
の
資
料
と
し

て
も
意
味
が
あ
る
と
考
え
て
の
こ
と
で
す
。
地

元
の
み
な
さ
ん
と
の
信
頼
関
係
に
よ
っ
て
成
り

り
添
う
よ
う
に
お
手
伝
い
す
る
黒
子
で
す
。
町

家
と
言
う
タ
レ
ン
ト
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
み
た
い

な
感
じ
で
す
。「
町
家
調
査
（
マ
チ
ヤ
・
ト
コ

ト
コ
）」、「
マ
チ
ヤ
・
テ
ラ
ス
（
キ
ャ
ン
ド
ル

点
灯
、
夏
冬
の
年
二
回
）」、「
町
家
実
測
調
査
」、

「
茶
話
会
（
マ
チ
ヤ
・
カ
フ
ェ
）」
な
ど
を
行
い
、

町
家
を
舞
台
に
町
家
の
人
々
と
支
持
す
る
人
々

を
つ
な
い
で
い
き
ま
す
。
こ
う
い
う
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
マ
チ
ヤ
・
テ
ラ
ス
は
組

織
の
概
念
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
一
人
一
人
の

集
ま
り
で
す
。
名
簿
も
会
費
も
あ
り
ま
せ
ん
。

普
段
、
各
々
の
生
活
や
仕
事
を
し
て
い
る
人
た

ち
が
、
集
ま
っ
て
来
て
い
っ
し
ょ
に
活
動
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
へ
帰
っ
て
行
き
ま
す
。
こ
の

活
動
の
中
で
、
私
は
当
初
か
ら
代
表
的
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
が
、
私
が
代
表
な
の
か
ど
う

か
、
そ
れ
も
実
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
、
町
家
の
維
持
や
活
用
の
た
め
に
、
で
き
る

だ
け
具
体
的
な
ご
協
力
を
す
る
上
で
、
私
た
ち

建
築
士
の
役
割
は
重
要
に
な
り
ま
す
。
ま
ち
の

状
況
、
そ
の
家
の
状
況
、
家
の
み
な
さ
ん
の
お

気
持
ち
、
こ
れ
ら
を
よ
く
よ
く
理
解
す
る
よ
う

努
め
な
が
ら
、
自
分
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

最
初
に
キ
ャ
ン
ド
ル
点
灯
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
町
家
が
、
昨
二
〇
一
三
年
一
二
月
、
国
の
登

録
有
形
文
化
財
に
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
も
文

化
庁
に
提
出
す
る
図
面
と
書
類
の
作
成
を
お
手

伝
い
し
ま
し
た
。
実
務
の
合
間
に
作
業
す
る

日
々
が
何
年
も
続
き
ま
し
た
が
、
無
事
に
登
録

さ
れ
て
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
ご
自
分

の
お
家
を
文
化
財
に
す
る
と
い
う
家
の
方
の
ご

決
心
は
貴
く
、
こ
の
一
軒
の
町
家
の
文
化
財
登

録
が
高
槻
町
家
全
体
の
置
か
れ
た
状
況
を
少
し

づ
つ
で
も
変
え
て
い
く
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と

期
待
し
て
い
ま
す
。
先
は
長
い
で
す
が
、
こ
れ

か
ら
も
地
道
に
活
動
を
継
続
し
て
い
く
所
存

で
す
。

　

末
筆
で
お
そ
れ
い
り
ま
す
が
、
マ
チ
ヤ
・
テ

ラ
ス
は
平
成
二
一
年
度
か
ら
三
年
度
の
間
、
大

阪
地
域
貢
献
活
動
セ
ン
タ
ー
の
活
動
助
成
を
受

け
て
い
ま
す
。
建
築
士
会
の
み
な
さ
ま
に
も
大

変
お
世
話
に
な
り
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
普
段
か
ら
、
お
金
を
か
け
な
く
て

も
無
理
な
く
で
き
る
活
動
を
心
掛
け
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
で
も
印
刷
代
や
コ
ピ
ー
代
な
ど
は
必

要
で
す
。
私
た
ち
の
よ
う
な
無
償
活
動
に
と
っ

て
は
大
変
心
強
い
ご
支
援
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
ど
こ
か
で
ご
一
緒
い
た
だ
け
る
こ
と
な
ど
あ

り
ま
し
た
ら
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

少
し
前
で
す
が
、
あ
る
町
家
の
一
部
を
改
修

す
る
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

数
百
年
の
歴
史
の
中
で
、
多
く
の
人
の
心
と
手

が
入
っ
て
き
た
町
家
。
そ
の
歴
史
の
流
れ
の
中

に
私
た
ち
が
い
る
こ
と
の
ふ
し
ぎ
さ
、
あ
り
が

た
さ
。
そ
れ
を
思
い
つ
つ
筆
を
置
き
ま
す
。
空

か
ら
舞
い
降
り
た
花
の
よ
う
に
貴
重
な
機
会
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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理
事
会
報
告
　
　
　
文
責　

本
会
事
務
局

日
時　

四
月
二
十
三
日（
水
）十
六
時
〜
十
七
時
三
十
分

場
所　

本
会
会
議
室

出
席　

理
事
三
一
名
、
監
事
二
名
、
顧
問
他
五
名

（
１
）
二
五
年
度
収
支
決
算
報
告
に
つ
い
て

本
年
度
の
決
算
に
つ
い
て
、
当
期
一
般
正
味
財
産

増
減
額
は
二
、一
九
一
、四
一
一
円
と
な
り
、
一
般

正
味
財
産
期
首
残
高
一
四
、四
二
四
、五
二
七
円
か

ら
同
期
末
残
高
を
一
六
、六
一
五
、九
三
八
円
と
報

告
し
て
承
認
さ
れ
た
。

二
五
年
度
は
、
新
規
事
業
と
し
て
大
阪
府
立
病
院

機
構
と
業
務
委
託
契
約
を
行
っ
た
。
ま
た
、
建
築

士
試
験
・
同
登
録
業
務
・
専
攻
建
築
士
・
Ｃ
Ｐ
Ｄ

登
録
な
ど
諸
事
業
の
受
験
者
・
参
加
者
等
が
減
少

し
て
い
る
中
で
、
各
事
業
の
支
出
経
費
を
抑
え
る
努

力
が
現
れ
て
い
る
。
な
お
、
会
員
総
数
は
昨
年
よ
り

一
九
〇
名
の
減
少
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
高
齢
会

員
の
慰
留
策
や
若
手
会
員
の
勧
誘
な
ど
諸
事
業
を

通
し
て
強
化
し
て
い
く
。
未
収
会
費
は
昨
年
比
で
約

一
〇
〇
万
円
減
少
し
て
お
り
、
公
益
移
行
を
反
映
し

て
会
費
納
入
意
識
は
若
干
高
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

（
２
）
二
五
年
度
監
査
報
告
に
つ
い
て

監
事
よ
り
、
本
年
度
は
事
業
報
告
・
理
事
職
務
の

執
行
・
会
計
計
算
書
類
等
の
重
要
な
点
に
お
い
て

適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
平

成
二
五
年
度
財
務
諸
表
等
の
会
計
関
係
書
類
を
含

め
て
承
認
し
た
。

（
３
）
二
六
年
度
定
時
総
会
の
準
備
に
つ
い
て

総
会
は
正
会
員
の
三
分
の
一
以
上
の
出
席
が
必
要

で
あ
る
。
現
在
六
八
三
名
の
出
席
回
答
（
充
足
率

七
三
％
）
を
報
告
し
た
。

（
４
）
組
織
体
制
に
つ
い
て

前
回
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
組
織
名
称
の
う
ち
、

「
被
災
支
援
」
及
び
「
住
宅
を
設
計
す
る
仲
間
達
」

を
Ｗ
Ｇ
か
ら
分
科
会
と
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
。

建
築
相
談
〜
二
〇
一
三
年
の
建
築
相
談
室
〜

編
・
文　

橋
本
頼
幸

　

今
月
の「
建
築
相
談
」コ
ー
ナ
ー
は
、二
〇
一三
年
度

の「
建
築
相
談
室
」で
の
相
談
件
数
を
ま
と
め
ま
す
。

建
築
相
談
室
で
は
電
話
相
談
に
加
え
て
、面
談
相

談
、現
地
相
談
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。こ
こ
五
年

分
の
変
化
と
と
も
に
集
計
を
し
た
の
が
図
１
で
す
。

　

二
〇
一二
年
度
に
増
加
し
た
、相
談
件
数
は
、今
年

も
増
加
し
五
百
件
を
超
え
ま
し
た
。

　

面
接
相
談
や
現
地
相
談
な
ど
の
有
料
の
相
談
に
つ

い
て
は
、面
接
相
談
が
大
幅
に
増
加
し
、現
地
相
談
が

減
少
し
ま
し
た
。し
か
し
、有
料
相
談
の
合
計
数
は
、

過
去
五
年
で
最
も
多
い
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

二
〇
一
三
年
度
の
相
談
内
容
の
分
類
で
は
、昨
年

度
ま
で
四
十
件
程
度
だ
っ
た
新
築・建
築
の
考
え
方

に
つ
い
て
の
相
談
は
六
十
三
件
に
、昨
年
ま
で
六
十
件

程
度
だ
っ
た
リ
フ
ォ
ー
ム
相
談
が
百
件
、維
持
管
理
に

関
す
る
相
談
は
四
十
件
程
度
だ
っ
た
も
の
が
八
十
一件

と
倍
増
し
て
い
ま
す
。一
方
で
、耐
震
に
対
す
る
相
談

は
昨
年
度
ま
で
と
そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら
ず
二
十
件
程
度

で
し
た
。バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
対
し
て
も
相
談
件
数
は
変

わ
ら
ず
、全
体
と
し
て
少
な
め
で
す（
図
２
参
照
）。

昨
年
四
月
か
ら
相
談
室
の
集
計
の
書
式
を
変
更
し
、

紛
争・
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、詳
細
に
集
計
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、対
施
工
者
の
他
に
、対
設
計
監
理
者
も

十
七
件
あ
り
、反
対
に
設
計
監
理
者
や
施
工
者・
デ
ベ

ロ
ッ
パ
ー
か
ら
の
相
談
の
中
に
、対
建
築
主
も
一
定
数
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。建
築
相
談
室
へ
の

電
話
は
、建
築
主
な
ど
の一
般
の
方
か
ら
の
相
談
が
主

で
は
あ
り
ま
す
が
、建
築
士
か
ら
が
七
件
、施
工
者
か

ら
が
七
件
、デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
か
ら
が
十
件
、と
少
な
く
な

い
数
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

　

相
談
内
容
か
ら
景
気
の
改
善
も
伺
え
ま
す
が
、ト
ラ

ブ
ル
の
種
類
も
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

建
築
相
談
室
で
は
、建
築
士
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

本
報
告
の
詳
細
な
分
析
を
公
開
し
て
お
り
ま
す
。大

阪
府
建
築
士
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
右
側「
建
築
相
談

室
」を
ク
リ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

 

大
阪
ホ
ン
マ
も
ん
解
説

写
真　

田
籠
哲
也　

文　

牧
野
隆
義

　

桜
が
咲
き
誇
る
頃
、特
に
美
し
く
映
え
る
学
校
建
築
が
阿

倍
野
区
に
存
在
す
る
。今
年
で
九
〇
年
を
迎
え
る「
大
阪
市

立
工
芸
高
等
学
校
本
館
」だ
。

　

大
阪
で
歴
史
あ
る
デ
ザ
イ
ン
及
び
造
形
を
総
合
的
に
学
ぶ
こ
と

が
出
来
る
公
立
の
専
門
高
等
学
校
と
、芸
術
系
の
専
修
学
校
で
あ

る
大
阪
市
立
デ
ザ
イ
ン
教
育
研
究
所
が
敷
地
内
に
共
存
し
て
い
る
。

　

設
計
は
大
阪
市
建
築
課
で
、施
工
は
松
村
組
に
よ
る
。規

模
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
三
階
建
て
で
、竣
工
は
大
正
一
三

年（
一
九
二
四
年
）。

　
こ
の
校
舎
の
設
計
は
ア
ン
リ・
ヴ
ァ
ン・
デ・
ヴ
ェル
デ
設
計
の

ワ
イ
マ
ー
ル
工
芸
学
校
を
参
考
に
し
た
と
さ
れ
る
。し
か
し
、

こ
の
校
舎
は
よ
り
装
飾
性
に
磨
き
が
掛
か
っ
て
お
り
、手
の

込
ん
だ
隅
部
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
ア
ー
チ
部
分
や
、三
階
の
優

し
い
曲
線
を
描
く
マ
ン
サ
ー
ド
風
の
屋
根
が
、人
々
の
心
に

訴
え
か
け
る
。こ
の
建
物
は
、平
成
一
二
年（
二
〇
〇
〇
年
）

に
大
阪
市
指
定
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、平
成
二
一
年

（
二
〇
〇
九
年
）に
は
近
代
化
産
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
。

　

現
在
、事
業
仕
分
け
に
よ
り
大
阪
市
立
デ
ザ
イ
ン
教
育

研
究
所
が
、存
続
の
危
機
に
晒
さ
れ
て
い
る
。創
立
当
時
の
、

新
し
い
時
代
の
芸
術・造
形
教
育
を
目
指
し
た
熱
い
教
育
者

の
志
を
、私
た
ち
は
決
し
て
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

建築人　５
　　　　　　　　　  　2014

監修　　公益社団法人大阪府建築士会

　　　　建築情報委員会

編集　　建築情報委員会『建築人』編集部

　　　　編集人代表　米井　寛

　　　　編集人　　　荒木公樹　　　飯田英二

　　　　　　　　　　筑波幸一郎　　中江　哲

　　　　　　　　　　橋本頼幸　　　牧野隆義

　　　　事務局　　　山本茂樹　　　母倉政美

　　　　印刷　　　　中和印刷紙器株式会社

09年度 10年度 11年度 12年度 13年度

面接相談 18 10 10 7 21

現地相談 16 18 36 33 29

延べ相談件数 499 470 419 477 542
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1 新築・建築の考え方

2 リフォーム

3 維持管理

4 耐震

5 バリアフリー・高齢者対応

6 品質・瑕疵保証・保険

7 敷地・境界・地盤・擁壁

8 建築コスト・融資

9 設備

10a 紛争/対施工者

10b 紛争/対設計監理者

10c 紛争/対近隣

10d 紛争/対不動産仲介

10e 紛争/対建築主

10f 紛争/対その他

11その他

図 1　過去 5 年の相談件数の推移図 2　2013 年度の相談内容
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茶屋町ガーデンビル　日建設計：大谷弘明＋川東隆＋津田文

　大阪・梅田の若者が集う繁華街の小路に面した商業ビルである。決して
良好とは言えない混沌とした街並みの中で、小規模ながら周辺とは一線を画
す華やかさと存在感のある建物を目指した。
　計画地である茶屋町は江戸時代に3軒の料理茶屋が賑わっていたことに
由来する場所である。現代の茶屋町に商業施設を計画するにあたり、「茶屋
格子」をモチーフとした「セラミックブロックスクリーン」を建物の顔として用いた。
　手のひらサイズのセラミックブロックを「連ね格子」としたこのスクリーンは、
街区の入口に足を踏み入れた瞬間には１つの面として、近づくにつれ格子
状の立体感を持ち、正面に立つと格子の隙間から店舗の内部が伺える。食
器・茶器・陶芸品で使用される優美な彩色を可能とする「釉薬」を用いなが
ら、焼き物では高い技術力を必要とする「六面施釉」を施すことで、全方向か
らの視線に対応でき、光と影と灯と反射による艶やかな姿を表現している。
　各階のテラスには屋上植栽を設け、中庭のヤマザクラから繋がる立体的
な通り庭空間としている。スクリーンの合間から見え隠れする緑は街に潤いを
与え、人 を々内部に誘い込む。
　様々な店舗が通り一杯に軒を連ねる街並みの中での凛とした佇まい。こ
のスクリーンは、街と店舗及び中庭空間との連続性をとりつつ視覚的遮蔽
効果を両立させた柔らかい境界として機能し、「暖簾をくぐり、別世界に足を
踏み入れる」感覚を喚起させる。
撮影：岡本公二　第33回大阪都市景観建築賞審査員特別賞受賞作品

■プロフィール
大谷弘明（おおたに・ひろあき）
1986年東京芸術大学美術学部建築科卒業
日建設計入社　現在 執行役員 設計部門代表

川東　隆（かわひがし・たかし）
1991年京都工芸繊維大学大学院修了
日建設計入社　現在 設計部門設計部主管

津田　文（つだ・ふみ）
2009年京都工芸繊維大学大学院修了
日建設計入社　現在 設計部門設計部所属

■建物データ
事 業 主：興亜株式会社
設計・監理：日建設計
施　　工：竹中工務店・旭ビルウォール
所 在 地：大阪市北区茶屋町4-4
主要用途：商業
建築面積：293.42㎡
延べ面積：1,192.29㎡
構造・階数：RC造、地上5階
設計期間：2010年08月～2010年11月
施工期間：2010年12月～2011年11月


